
 

●  12月議会、代表

質問に立った中根さ

ち議員は、教育問題

では教科担任制につ

いて、教育長の姿勢を質しました。 

 今年度から小学校高学年では、教科担任制の本格実

施が始まりました。中根議員は、『加配の専科教員が

配置された学校では「担任の空き時間や教材研究の時

間が確保できる」との声が上がる一方、加配教員がな

い学校では「受け持ち時間の削減になっていない」と

いう声が寄せられていると述べ、教科担任制の実施状

況を県教委はどう受け止めているかを質問しました。 

 長岡県教育長は、加配措置のある学校からは、「学

級担任の負担が軽減される」の声が聞かれ、加配措置

のない学校からは、「持ち時間の削減にならない」と

いう声があると述べました。 

 さらに、中根議員

は「県は2024年度に

は全小学校での実施

を検討するとしてい

るが、全小学校での

実施ありきではなく、

各校の判断と無理の

ない教科担任教員の

配置なしに踏み切る

ことはできないと考

えるがどうか」と質

しました。 

●教育長は「教科担任制は手段であって目的でない」

「学校長が各学校の実態に応じて検討し、市町村教育

委員会と相談しながら、適切に実施されるもの」と、

県教委が一方的に実施を強制するものではなく、各校

の判断が実施の前提であることを明言しました。 

 私たち、日本共産党県議団は、文科省、上からの施

策を忖度し否応なく従うべしという教育行政の姿勢を、

今後も質していきます。子どもたちと保護者の思いに

寄り添い、応えていく姿勢をもつ教育委員会、教育行

政へと転換するため、これからも力を合わせます。 
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12 月 7 日 浜田高知県知事と面談し、被害者救済へ県の協力を要

請する橋田達夫さん。同席は、私たちと一緒に統一教会の被害者救

済と徹底解明を求める意見書議案を提出した県民の会の上田周吾

団長と塚地団長。提出議案は自民党・公明党・一燈立志の会の反対

で否決された！ (写真提供：高知民報社) 


